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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　体腔内の組織または液体を吸引手段により吸引するための吸引管路が挿入部及び操作部
に配設された内視鏡であって、
　上記操作部に、上記吸引手段による上記体腔内の組織または液体の吸引動作を制御する
吸引切換弁が配設されており、
　上記吸引管路は、
　上記挿入部先端に形成された開口と上記操作部に形成された第１開口とを連通し、該第
１開口から上記挿入部先端の開口を介して上記体腔内に処置具を挿通する第１の吸引管路
と、
　上記操作部の上記第１開口近傍に形成された第２開口と上記吸引手段とを連通する第２
の吸引管路と、
　上記第１開口と上記第２開口とを連通する連通管路と、
　により構成されているとともに、上記第１の吸引管路と上記第２の吸引管路と上記連通
管路とは、別個に配設されており、
　上記連通管路は、上記第１開口と上記第２開口とに装着された連結部材内に配設されて
おり、
　上記連結部材は、
　上記第１の吸引管路に上記処置具を挿通するための第３開口を有する上記第１開口に装
着された鉗子栓と、
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　上記第２開口に装着されたケース部材と、
　により構成されており、
　上記体腔内の組織を回収するフィルタが、上記ケース部材に対して着脱自在に配設され
ていることを特徴とする内視鏡。
【請求項２】
　上記フィルタは、装着後上記ケース部材内に配設され上記体腔内の組織を回収する回収
室と、装着後上記挿入部または上記操作部外に位置する上記回収室に接続されたノブとを
有して構成されており、
　上記回収室に、上記体腔内の組織をトラップする網部が形成されていることを特徴とす
る請求項１に記載の内視鏡。
【請求項３】
　請求項１または２に記載の内視鏡に着脱自在なフィルタ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、体腔内の組織または液体を吸引手段により吸引するための吸引管路が挿入部
及び操作部に配設された内視鏡、該内視鏡に着脱自在なフィルタに関する。
【背景技術】
【０００２】
　周知のように、内視鏡は、医療分野等において広く利用されている。内視鏡は、被検者
の体腔内に細長い挿入部を挿入することによって、体腔内の臓器を観察したり、必要に応
じて処置具の挿通チャンネル内に挿入した処置具を用いて体腔内の組織を切除する等の各
種処置をしたりすることができる。
【０００３】
　また、処置具によって切除されたポリープ等の体腔内の組織は、病理検査のため、例え
ば症例中に回収する必要がある。この症例中の回収方法としては、切除したポリープを把
持鉗子等の処置具で把持したまま、内視鏡を体腔内から抜去して回収する方法が知られて
いるが、体腔内に対する内視鏡の挿抜は煩雑であり、複数回の挿抜は被検者にとって苦痛
である。
【０００４】
　そこで、内視鏡内及び該内視鏡の操作部に接続されたユニバーサルコード内に配設され
た挿通チャンネルに連通した吸引管路を介して、内視鏡外からポンプ等の吸引手段により
切除後のポリープを吸引し、ポンプ近傍に設けられた回収手段、例えばフィルタにより、
切除したポリープを回収する方法も知られている。
【０００５】
　しかしながら、操作部内の吸引管路は、その途中に吸引動作を制御する吸引切換弁が配
設されるため、該吸引切換弁周りには、屈曲や狭搾部分が多数存在する。このため、吸引
管路を大径にすると、吸引切換弁の操作性悪化や、操作部の大型化等の弊害が生じる場合
がある。
【０００６】
　さらに、内視鏡の先端から、操作部及びユニバーサルコードを介してポリープが吸引管
路を通過することにより、吸引管路が長いため、通過中に切除したポリープが損傷等して
しまう場合があった。
【０００７】
　このような事情に鑑み、例えば特許文献１では、操作部に設けられた挿通チャンネルの
開口近傍に、組織回収室を設け、該組織回収室にフィルタとなる網籠を設け、症例中、切
除したポリープを回収する際は、挿通チャンネルから処置具を抜去し、該挿通チャンネル
の開口にキャップをし、ポンプ吸引を行うことにより、ポリープを網籠でトラップし、キ
ャップを外して網籠ごとポリープを回収する技術の提案がなされている。
【０００８】
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　このような構成によれば、操作部近傍において、切除したポリープを回収することがで
きるので、操作部の吸引切換弁周りを大型化することなく、またポリープを損傷させるこ
となく症例中に、切除したポリープを回収することができる。
【特許文献１】実開昭６２－０７４８０４号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　しかしながら、上記特許文献１に開示された技術では、切除したポリープを回収するに
際し、網籠によりポリープを回収するには、キャップを外さなくてはならないため、症例
中の作業としては作業数が多く繁雑である。また、症例中のポリープの回収に時間がかか
ってしまうといった問題もある。
【００１０】
　本発明の目的は、上記事情及び問題に鑑みてなされたものであり、その目的は、症例中
に切除した体腔内の組織を容易かつ敏速に回収することができる内視鏡、また、該内視鏡
に着脱自在なフィルタを提供するにある。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　上記目的を達成するために本発明の一態様による内視鏡は、体腔内の組織または液体を
吸引手段により吸引するための吸引管路が挿入部及び操作部に配設された内視鏡であって
、上記操作部に、上記吸引手段による上記体腔内の組織または液体の吸引動作を制御する
吸引切換弁が配設されており、上記吸引管路は、上記挿入部先端に形成された開口と上記
操作部に形成された第１開口とを連通し、該第１開口から上記挿入部先端の開口を介して
上記体腔内に処置具を挿通する第１の吸引管路と、上記操作部の上記第１開口近傍に形成
された第２開口と上記吸引手段とを連通する第２の吸引管路と、上記第１開口と上記第２
開口とを連通する連通管路と、により構成されているとともに、上記第１の吸引管路と上
記第２の吸引管路と上記連通管路とは、別個に配設されており、上記連通管路は、上記第
１開口と上記第２開口とに装着された連結部材内に配設されており、上記連結部材は、上
記第１の吸引管路に上記処置具を挿通するための第３開口を有する上記第１開口に装着さ
れた鉗子栓と、上記第２開口に装着されたケース部材と、により構成されており、上記体
腔内の組織を回収するフィルタが、上記ケース部材に対して着脱自在に配設されている。
【００１２】
　また、本発明の一態様による内視鏡に着脱自在なフィルタは、請求項１または２に記載
の内視鏡に着脱自在なフィルタである。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明によれば、症例中に切除した体腔内の組織を容易かつ敏速に回収することができ
る内視鏡、また、該内視鏡に着脱自在なフィルタを提供することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
　以下、図面を参照して本発明の実施の形態を説明する。 
（第１実施の形態）
　図１は、本発明の第１実施の形態を示す内視鏡を有する内視鏡装置の構成の概略を示す
図である。
【００１５】
　同図に示すように、内視鏡装置１は、固体撮像素子（以下、ＣＣＤと称す）１７を有す
る内視鏡２と、該内視鏡２に照明光を供給する光源装置３と、内視鏡２のＣＣＤ１７から
出力された撮像信号を映像信号に変換する等の処理を行う信号処理装置４と、この信号処
理装置４から出力された映像信号を画面５ａ上に表示するモニタ５と、吸引ポンプ６ａが
配設された吸引手段である吸引装置６とから主要部が構成されている。　
　内視鏡２は、細長の挿入部７と、操作部８と、該操作部８から延設されたユニバーサル
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コード９とを備え、挿入部７と操作部８とを連結する位置に、挿入部７を保護するテーパ
形状の折れ止め部１４が配設されている。
【００１６】
　ユニバーサルコード９の端部に、コネクタ１０が配設されており、該コネクタ１０は、
光源装置３に対して着脱自在である。また、コネクタ１０に、ユニバーサルコード９内に
挿通された後述する吸引側管路３２の吸引コネクタ（吸引口金）１０ａが設けられており
、該吸引コネクタ１０ａは、吸引チューブ６ｂを介して吸引装置６に対して着脱自在であ
る。
【００１７】
　さらに、コネクタ１０に、ユニバーサルコード９内に挿通された後述する信号ケーブル
１８の電気的接点を有する電気コネクタ１９が配設されており、該電気コネクタ１９は、
外部ケーブル２０を介して信号処理装置４に対して着脱自在である。
【００１８】
　挿入部７は、先端部１１と湾曲部１２と可撓管部１３とからなり、湾曲部１２は、先端
部１１と可撓管部１３との間に配設されている。湾曲部１２は、操作部８に配設された湾
曲操作ノブ２７により、スプロケット２６、湾曲ワイヤ２５、多数の湾曲駒２４を介して
湾曲操作される。
【００１９】
　また、操作部８の湾曲操作ノブ２７が配設された位置より挿入部７側に、把持部２８が
形成されている。把持部２８は、内視鏡操作の際、使用者が片手で把持できるよう形成さ
れたものであり、該把持部２８を設けることにより、術者は把持部２８を把持した手の指
で湾曲操作ノブ２７、後述する吸引操作切換弁３７の操作等を行うことができる。
【００２０】
　さらに、操作部８の把持部２８近傍に、後述する処置具側管路３０、フィルタユニット
３４の連結管路２７５及び吸引側管路３２を介して体腔内の液体または組織の吸引の動作
指示を行う吸引操作切換弁３７が配設されている。
【００２１】
　挿入部７、操作部８、ユニバーサルコード９内に、一端が先端部１１の図示しない照明
窓に接続され、他端が光源装置３に接続された可撓性を有するファイバ束からなるライト
ガイド１５が挿通されている。
【００２２】
　ライトガイド１５は、光源装置３からの照明光を上記照明窓に伝送するものであり、ラ
イトガイド１５によって伝送された照明光は、先端部１１の上記照明窓から前方に出射さ
れ、体腔内が照明される。
【００２３】
　照明された体腔内の被写体は、照明窓に隣接して先端部１１に配設された対物レンズ１
６に結像される。この結像位置に、撮像信号を光電変換する機能を備えたＣＣＤ１７が配
設され、該ＣＣＤ１７において結像された光学像は電気信号に変換される。
【００２４】
　ＣＣＤ１７に、挿入部７及びユニバーサルコード９内に挿通された信号ケーブル１８の
一端が接続され、該信号ケーブル１８の後端は、コネクタ１０の電気コネクタ１９に接続
されている。
【００２５】
　信号処理装置４内に、ドライブ回路２１が配設されている。ＣＣＤ１７は、ドライブ回
路２１から出力されたＣＣＤドライブ信号を受けて、光電変換された撮像信号を出力する
。この撮像信号は、信号処理装置４内の信号処理回路２２に入力される。
【００２６】
　信号処理回路２２に入力された撮像信号は、信号処理回路２２において信号処理され、
標準的な映像信号に変換される。この標準的な映像信号はモニタ５に入力され、画面５ａ
にＣＣＤ１７により撮像された体腔内の画像が表示される。
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【００２７】
　また、挿入部７内に、第１の吸引管路である処置具側管路３０が配設されている。処置
具側管路３０は、操作部８の吸引操作切換弁３７の操作に伴い、体腔内の液体や組織を吸
引するための管路である。
【００２８】
　処置具側管路３０の先端は、先端部１１において開口され、後端は、把持部２８の挿入
部７側付近に形成された処置具挿入部３１に配設された処置具側口金３５に接続され、該
処置具側口金３５を介して、処置具挿入部３１において、第１開口である処置具側口金開
口３５ａとして内視鏡２の外方に開口されている。よって、処置具側管路３０は、先端部
１１の開口と、処置具側口金開口３５ａとを連通している。
【００２９】
　さらに、操作部８及びユニバーサルコード９内に、処置具側管路３０とは別個に設けら
れた第２の吸引管路である吸引側管路３２が配設されている。吸引側管路３２も、操作部
８の吸引操作切換弁３７の操作に伴い、体腔内の液体や組織を吸引するための管路である
。
【００３０】
　吸引側管路３２の先端は、処置具挿入部３１に配設された吸引側口金３６に接続され、
該吸引側口金３６を介して、処置具挿入部３１において、第２開口である吸引側口金開口
３６ａとして内視鏡２の外方に開口されている。尚、吸引側口金開口３６ａは、処置具挿
入部３１の端面３１ｔ（図２参照）において処置具側口金開口３５ａの近傍、例えば隣接
して形成されている。
【００３１】
　吸引側管路３２の後端は、吸引コネクタ１０ａ及び吸引チューブ６ｂを介して吸引装置
６の吸引ポンプ６ａに接続されている。よって、吸引側管路３２は、吸引側口金開口３６
ａと、吸引装置６とを連通している。
【００３２】
　操作部８に配設された吸引側管路３２の中途位置に、吸引しない状態（吸引ＯＦＦと略
記）と吸引する状態（吸引ＯＮと略記）とを切り替える切換弁機能を有する円筒３８が配
設されている。円筒３８は、操作部８に配設された、例えばプッシュスイッチから構成さ
れた吸引操作切換弁３７に接続または一体に形成されており、吸引操作切換弁３７の押動
操作に連動して、バネ２３８により、図１中上下方向に移動するようになっている。また
円筒３８の側面に開口３８ａが形成されている。
【００３３】
　よって、内視鏡２において吸引動作を行わない場合、即ち吸引操作切換弁３７がＯＦＦ
状態のときは、吸引側管路３２は、円筒３８の側面により遮断され、その結果、吸引ＯＦ
Ｆ状態となる。
【００３４】
　これは、吸引ＯＦＦ状態においては、内筒３８は、開口３８ａにより内視鏡２の外方に
連通しているため、吸引ポンプ６ａは、開口３８ａから空気を取り込むのみで吸引側管路
３２を通しての吸引動作は行わないためである。
【００３５】
　一方、内視鏡２において吸引動作を行う場合、即ち吸引操作切換弁３７がＯＮ状態のと
きは、吸引側管路３２は、円筒３８の側面に形成された開口３８ａにより連通され、その
結果、吸引側管路３２を通しての吸引動作が行われる吸引ＯＮ状態となる。
【００３６】
　このように、吸引操作切換弁３７により、吸引のＯＮ／ＯＦＦ状態が切り替えられるよ
うになっている。尚、吸引操作切換弁３７は、上述したように操作されていないときは、
バネ２３８により常にＯＦＦ状態となっている。
【００３７】
　処置具挿入部３１の処置具側口金開口３５ａ及び吸引側口金開口３６ａが形成された端
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面３１ｔ（図２参照）に対し、処置具の挿入を可能とすると共に、該処置具が挿入されな
い場合に、閉塞状態に保持する鉗子栓の機能と、吸引後の体腔内の組織を回収するための
フィルタ機能とを備えた連結部材であるフィルタユニット３４が着脱自在となるよう装着
されている。
【００３８】
　フィルタユニット３４内に、後述する連結管路２７５が配設されており、該連結管路２
７５の一端は、処置具側口金開口３５ａと連通されており、他端は、吸引側口金開口３６
ａと連通されている。このことにより、処置具側管路３０の先端部１１における開口と、
吸引装置６とは、処置具側管路３０、フィルタユニット３４の連結管路２７５、吸引側管
路３２により連通される。
【００３９】
　次に、図２、図３を参照して、本実施の形態における処置具挿入部３１の周辺部の構成
を詳細に説明する。図２は、図１の処置具挿入部３１における処置具側口金３５に沿った
断面図、図３は、図１の処置具挿入部３１における吸引側口金３６に沿った断面図である
。
【００４０】
　図２に示すように、挿入部７側から延出された処置具側管路３０を構成する処置具挿通
チューブ４４の図中後端は、屈曲された処置具側管路３０を構成する処置具側パイプ４６
の図中先端と接続口金４５を介して水密及び気密的に接続されている。
【００４１】
　処置具側パイプ４６の図中後半部の外周に、該処置具側パイプ４６の屈曲に沿った屈曲
形状を有する固定部材４９が被覆されている。固定部材４９は、図中前半部が、外装部材
４７の内周に配設されたフレーム４８の図中上面の開口部付近において、該フレーム４８
にねじ５０により固定されている。また、固定部材４９の後端に形成された筒部４９ａに
、処置具側パイプ４６の後端が嵌入固定されている。
【００４２】
　固定部材４９の筒部４９ａに、処置具挿入部３１の外装部材３１ａ内に直管状に配置さ
れた処置具側管路３０を構成する処置具側口金３５の先端が、ゴム製のパッキン５１を介
装して水密及び気密的に連結されている。
【００４３】
　処置具側口金３５は、挿入部７の軸方向から操作部８側方向であって図２中上方に傾い
て配設されており、該処置具側口金３５の後端の外周は、外装部材３１ａとの間に配設さ
れた固定用の樹脂部材５２を介して外装部材３１ａ内に固定されている。尚、処置具側口
金３５と、樹脂部材５２との間に、水密及び気密用のＯリング５４が配設されている。
【００４４】
　樹脂部材５２は、外装部材３１ａの内周に、水密及び気密用のＯリング５３を介して嵌
合されている。また、樹脂部材５２は、処置具側口金３５の後端寄りの外周面に形成され
た図示しない雄ねじ部に螺合するナット５５により、外装部材３１ａの内周に水密及び気
密的に固定されている。さらに、ナット５５の上面は、ゴムカバー５６で覆われており、
外部にナット５５が露出しないようになっている。
【００４５】
　処置具側口金３５の後端部は、処置具挿入部３１の端面３１ｔから若干突出して配設さ
れており、その後端の内周に、処置具側口金開口３５ａが形成されている。
【００４６】
　また、図３に示すように、外装部材３１ａ内に、吸引側管路３２を構成する吸引側口金
３６が配設されている。詳しくは、吸引側口金３６の後端外周も、外装部材３１ａとの間
に配設された固定用の樹脂部材５２を介して外装部材３１ａに固定されている。尚、吸引
側口金３６と、樹脂部材５２との間に、水密及び気密用のＯリング６５が配設されている
。
【００４７】
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　樹脂部材５２は、外装部材３１ａの内周に、水密及び気密用のＯリング５３を介して嵌
合されている。また、樹脂部材５２は、吸引側口金３６の後端よりの外周に形成された雄
ねじ部に螺合するナット６６により、外装部材３１ａの内面に水密及び気密的に固定され
ている。さらに、ナット５５の上面は、ゴムカバー６７で覆われており、外部にナット６
６が露出しないようになっている。
【００４８】
　吸引側口金３６の先端部は、処置具挿入部３１の外装部材３１ａの端面３１ｔから若干
凹んで配設されており、その先端の内周に、吸引側口金開口３６ａが形成されている。
【００４９】
　吸引側口金３６の吸引側口金開口３６ａに対し、後述するフィルタユニット３４におけ
るケース６８の基端の小径円筒部６８ａが着脱自在に装着される。この小径円筒部６８ａ
の外周面には周溝が設けてあり、この周溝にはパッキン６９が配設されている。
【００５０】
　吸引側パイプ６１の前半部の外周にも、該吸引側パイプ６１の屈曲に沿った屈曲形状を
有する固定部材５９が被覆されている。固定部材５９の後端に形成された筒部５９ａに、
処置具挿入部３１の外装部材３１ａ内に直管状に配置された吸引側管路３２を構成する吸
引側口金３６の後端がゴム製のパッキン６４を介装され水密及び気密的に連結されている
。
【００５１】
　また、固定部材５９の筒部５９ａに、吸引側管路３２を構成する吸引側パイプ６１の先
端が嵌入固定されている。さらに、吸引側パイプ６１の後端に、接続口金６２が配設され
ており、該接続口金に、操作部８側の吸引側管路３２を構成する図示しない吸引側管路用
チューブが、水密及び気密的に連結されている。
【００５２】
　次に、図４～図７を参照にして、図１のフィルタユニット３４の構成、及びフィルタユ
ニット３４が装着された場合の処置具挿入部３１付近の構成を詳細に説明する。
【００５３】
　図４は、図２中のＡ矢視方向から見たフィルタユニット３４の構成を示す斜視図、図５
は、図２中のＢ－Ｂ線に沿う断面により処置具側口金３５及び吸引側口金３６周辺部の構
造を示す断面図、図６は、図４のフィルタユニット３４単体の拡大斜視図、図７は、図６
のフィルタユニット３４の分解斜視図である。
【００５４】
　図４～図７に示すように処置具挿入部３１の端面３１ｔから突出する処置具側口金３５
の開口部３５ａに対して、フィルタユニット３４の鉗子栓部４１を構成する略筒体形状の
鉗子栓部本体７１の基端の装着部が着脱自在に装着されている。
【００５５】
　鉗子栓部本体７１の図中上端に、小さく開口する小径開口部７１ａが設けられており、
該小径開口部７１ａの上端に対し、鉗子栓７２が着脱自在に装着される。鉗子栓７２の上
端に、処置具が挿入される半球状の第３開口である処置具挿入口７２ａが形成されており
、また、図５に示すように、処置具挿入口７２ａと小径開口部７１ａとの間に位置する鉗
子栓７２の薄肉部の略中央に、切り込み７２ｂが形成されている。
【００５６】
　よって、鉗子栓７２は、未使用の際は閉塞状態を保持し、外部から処置具挿入口７２ａ
に処置具が押圧されて挿入された際は、切り込み７２ｂが開口し、該切り込み７２ｂは、
逆止弁のように機能する。
【００５７】
　また、この筒体形状の鉗子栓部本体７１における図５中高さ方向の軸の中央付近に、こ
の軸と直交する方向に鉗子栓部本体７１を貫通する貫通孔が形成されている。該鉗子栓部
本体７１の貫通孔に、ケース６８の側方に延出した筒体部６８ｂが挿入されて装着されて
いる。



(8) JP 4766985 B2 2011.9.7

10

20

30

40

50

【００５８】
　筒体部６８ｂの外周に、鉗子栓７２に接続されたリング７４が遊嵌されている。よって
、鉗子栓７２が、鉗子栓部本体７１から取り外された場合であっても、該鉗子栓７２が落
下せずに、筒体部６８ｂによって保持されるようなっている。
【００５９】
　また、鉗子栓部本体７１の上記貫通孔における筒体部６８ｂが挿入されていない側から
、管路切替ノブ７５の先端側の筒体部７５ａが挿入されており、該筒体部７５ａは、筒体
部６８ｂの内周に嵌入された状態で該内周に回動自在に装着される。また、この管路切替
ノブ７５は、鉗子栓部本体７１の上記貫通孔に対してリブ７５ｆによりシールされている
。
【００６０】
　管路切替ノブ７５における筒体部７５ａの鉗子栓部本体７１側において、図５、図７に
示すように、管路切替ノブ７５の軸方向に直交する方向に連結管路２７５を構成する貫通
孔である処置具挿入管路７５ｂが形成されている。また、筒体部７５ａの挿入側先端に、
フィルタ側開口部７５ｃが形成されている。図５に示す装着状態においては、この処置具
挿入管路７５ｂは、処置具挿入口７２ａと処置具側口金開口３５ａとの間を連通する。
【００６１】
　尚、この管路切替ノブ７５を、図５の状態から９０度回転した場合には、この管路切替
ノブ７５の処置具挿入管路７５ｂは、鉗子栓部本体７１の内壁面により閉塞され、処置具
側口金開口３５ａは、この回転された管路切替ノブ７５により、処置具挿入口７２ａ及び
後述するフィルタ側管路７５ｅとの連通が遮断される。
【００６２】
　図５に示したように、処置具挿入口７２ａと処置具側口金開口３５ａとが連通した状態
においては、処置具挿入口７２ａから図示しない処置具が挿入されることにより、該処置
具は、処置具挿入管路７５ｂ、処置具側口金３５、処置具側パイプ４６を経て処置具挿通
チューブ４４側に挿通される。
【００６３】
　また、この連通した状態においては、処置具側口金３５は、この処置具挿入管路７５ｂ
を経て筒体部７５ａの内側により形成される連結管路２７５を構成するフィルタ側管路７
５ｅと連通すると共に、このフィルタ側管路７５ｅに連通する後述するフィルタ部４２内
を通って吸引側口金３６側とも連通する。
【００６４】
　また、筒体部７５ａの挿入側先端に、抜け止め端部７５ｄが形成されている。該抜け止
め端部７５ｄは、筒体部７５ａがケース６８の筒体部６８ｂの内周に嵌入した際、ケース
６８の収納室６８ｓに突出して、ケース６８からフィルタ本体７７が不意に外れるのを規
制する。
【００６５】
　さらに、図４、図５に示すように吸引側口金３６の吸引側口金開口３６ａに対し、フィ
ルタユニット３４におけるフィルタ部４２のケース部であるケース６８の基端の小径円筒
部６８ａが着脱自在に装着されている。この小径円筒部６８ａの外周面には周溝が設けて
あり、この周溝にはパッキン６９が配設されている。
【００６６】
　ケース６８は、側方に延出した筒体部６８ｂを有し、上方に開口が形成された収納室６
８ｓを有する円筒状に形成されており、図７に示すように、上記上方の開口からフィルタ
本体７７が、ケース６８の連通管路２７５を構成する収納室６８ｓに対し回動自在かつ着
脱自在に装着される。
【００６７】
　図７に示すように、フィルタ本体７７は、吸引によりケース６８の収納室６８ｓに回収
した体腔内の組織を収納する組織回収室７７ｓと、フィルタ位置切替ノブ７７ｃとにより
主要部が構成されている。組織回収室７７ｓに、例えば正方格子状（網目状）に小さな開



(9) JP 4766985 B2 2011.9.7

10

20

30

40

50

口を形成してポリープ片等の組織をトラップする網部であるフィルタ７７ａが設けられて
いる。フィルタ７７ａのフィルタ面は、装着後、円筒状のケース６８の高さ方向に延出す
る軸の方向と平行に配置され、処置具挿入管路７５ｂの端部のフィルタ側開口部７５ｃに
対向するように配置される。
【００６８】
　また、組織回収室７７ｓは、図５、図７に示すように、フィルタ７７ａと、該フィルタ
７７ａの底部に設けた略円板形状の底面７７ｂとにより構成されている。また、底面７７
ｂに、図７に示すように、後述するＬ字状の切り欠き７７ｄが形成されている。
【００６９】
　尚、フィルタ７７ａは、円筒状のケース６８の中心軸から偏心した位置に設けられてあ
り、その結果、図５に示す装着後の回動位置において、大きなスペースの組織回収室７７
ｓが形成される。
【００７０】
　つまり、図５に示したフィルタ７７ａの位置は、処置具挿入口７２ａと処置具側口金開
口３５ａと吸引側口金３６とが連通した状態において、フィルタ部４２により体腔内の組
織が回収される位置となっている。
【００７１】
　フィルタ部４２のケース６８は、外から内部のフィルタ７７ａの状態や該フィルタ７７
ａにトラップされた体腔内の組織を視認し易いよう透明な部材で形成されており、またフ
ィルタ７７ａも体内組織の色と区別し易い、例えば青系統の色に着色されている。
【００７２】
　また、ケース６８は、該ケース６８を洗浄液中等で洗浄する場合、洗浄液中にあること
が視認し易いよう、一部に無色以外の着色部が形成されている、または、例えば小径円筒
部６８ａの外周面に設けたパッキン６９が黒色等に形成される等、着色されている。
【００７３】
　フィルタ本体７７の組織回収室７７ｓの上面に、フィルタ位置切替ノブ７７ｃが組織回
収室７７ｓと一体に形成されている。尚、フィルタ位置切替ノブ７７ｃと組織回収室７７
ｓとは、一体に形成されていなくともよい。
【００７４】
　ケース６８への装着の際、フィルタ位置切替ノブ７７ｃの外周の一部は、シール用のＯ
リング７８を介してケース６８の収納室６８ｓに収納される。また、装着後、フィルタ位
置切替ノブ７７ｃは、ケース６８の上方の開口端より突出して操作部８外に配設され、操
作者により着脱操作や回動操作を行い易くなっている。
【００７５】
　尚、ケース６８からフィルタ本体７７を抜去する際は、処置具挿入口７２ａと処置具側
口金開口３５ａと吸引側口金３６とが連通した状態から、管路切替ノブ７５を９０度回転
することにより、抜け止め端部７５ｄは、ケース６８に収納部６８ｓに突出する状態から
筒体部６８ｂ内に退避した状態となり、ケース６８からフィルタ本体７７を取り外すこと
ができるようになる。
【００７６】
　また、図５に示す連通状態のフィルタ位置からフィルタ位置切替ノブ７７ｃを略９０度
程度回転して、図４に示すように、組織を回収しない位置に設定することにより、フィル
タ７７ａを通さないで吸引することもできる。
【００７７】
　具体的には、図４に示すように、ケース６８に設けた三角のマーク６８ｃの位置に、フ
ィルタ本体７７に設けた三角のマーク７７ｆの位置を合わせて組織を回収しないＯＦＦの
位置に設定すると、図７において略円板形状の底面７７ｂのＬ字状の切り欠き７７ｄがフ
ィルタ側管路７５ｅに近い位置に配設される。この状態で吸引を行った場合には、この切
り欠き７７ｄを経て吸引された体液等が、フィルタ７７ａを通ることなく吸引側口金３６
側に導かれる。
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【００７８】
　尚、フィルタ本体７７に、図６及び図７に示すようにフィルタ７７ａを回収位置に設定
するフィルタ位置切替ノブ７７ｃの回転方向を示す表示（ＯＮ）が形成されており、この
フィルタ本体７７のフィルタ位置切替ノブ７７ｃを、ＯＮ表示に沿った方向に回動して回
動が規制される位置まで回動することにより、図５に示した組織回収を行う位置に、フィ
ルタの位置を設定できるようになっている。
【００７９】
　このように、構成されたフィルタユニット３４は、図６に示す鉗子栓部４１とフィルタ
部４２とが連結した状態から、図７に示すように、鉗子栓部本体７１、管路切り替えノブ
７５、鉗子栓７２、ケース６８、フィルタ本体７７がそれぞれ分離できるようになってい
る。
【００８０】
　よって、使用後の各部材の細部に渡る洗浄が容易となる。また、鉗子栓部本体７１、管
路切替ノブ７５、ケース６８にそれぞれ形成された管路６８ｂ，７５ｂ，７５ｅは、一方
向に直線状に形成されているため、該管路６８ｂ，７５ｂ，７５ｅを洗浄する際に使用さ
れるブラシが管路６８ｂ，７５ｂ，７５ｅに挿入し易く、該管路６８ｂ，７５ｂ，７５ｅ
が洗浄し易くなっている。
【００８１】
　次に、このように構成された内視鏡２の作用について説明する。 
　先ず、図１に示すように内視鏡２の処置具挿入部３１の端面３１ｔに、フィルタユニッ
ト３４が装着される。この際、ケース６８にフィルタ本体７７も装着される。その後、Ｃ
ＣＤ１７により、体腔内の被検部位の像がモニタ５の画面５ａに映し出された状態におい
て、体腔内のポリープ等の組織を採取して病理検査する場合は、フィルタユニット３４の
鉗子栓７２の処置具挿入口７２ａに処置具が挿入される。
【００８２】
　上記挿入された処置具は、小径開口部７１ａ、処置具挿入管路７５ｂ、処置具側口金３
５、処置具側パイプ４６を経て処置具挿通チューブ４４に挿通され、内視鏡２の先端部１
１から体腔内に突出され、該突出した処置具によりポリープ等の組織が切除される。
【００８３】
　その後、切除した組織の吸引を行う場合は、先ず、挿入した上記処置具が、鉗子栓７２
の処置具挿入口７２ａから抜去される。次いで、フィルタユニット３４の管路切替ノブ７
５が回動操作され、処置具挿入口７２ａと処置具側口金開口３５ａと吸引側口金３６とが
連通した状態であってかつ、フィルタ本体７７のフィルタ７７ａが図５に示す組織回収を
行う位置に設定された状態、即ち、ケース６８の収納室６８ｓに大きなスペースの組織回
収室７７ｓが形成された状態で、吸引操作切換弁３７がＯＮ操作され、組織の吸引が行わ
れる。
【００８４】
　具体的には、処置具側管路３０、連結管路２７５、吸引側管路３２、吸引装置６が連通
した状態において、吸引ポンプ６ａの吸引により、体腔内の組織が処置具側管路３０内に
吸引される。該吸引された組織は、フィルタ部４２のフィルタ本体７７のフィルタ７７ａ
によりトラップされて、組織回収室７７ｓに収納される。
【００８５】
　この際、体腔内の組織と一緒に吸引された体液等は、フィルタ７７ａの小さな孔及び切
り欠き７７ｄを通過して、吸引側管路３２を介して吸引ポンプ６ａ側に導かれ、図示しな
い吸引トラップ容器等に収納される。
【００８６】
　体腔内の組織が組織回収室７７ｓに収納された後は、管路切替ノブ７５が９０度回動さ
れて、処置具側口金３５の開口部３５ａが閉塞された後、フィルタ位置切替ノブ７７ｃが
術者により把持されて、フィルタ本体７７がケース６８から抜去され、組織回収室７７ｓ
に収納された組織が回収される。
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【００８７】
　このように本実施の形態の内視鏡２によれば、吸引により回収した体腔内の組織を回収
する際、フィルタ本体７７のフィルタ位置切替ノブ７７ｃを把持してケース６８から抜去
するのみで、言い換えれば、フィルタ本体７７以外の部品を取り外すことなく、組織の回
収を行うことができることから、症例中であっても、切除した体腔内の組織を容易かつ敏
速に回収することができる。
【００８８】
　また、吸引操作切換弁３７よりも挿入部７側にフィルタ部４２を配置しているので、切
除した体腔内の組織が、吸引側管路３２を通過することがない。よって、吸引操作切換弁
３７付近における狭窄部や屈曲部において、切除した組織が損傷する等がなく、また、吸
引側管路３２を大径にする必要がないため、操作部８の大型化を防止することができる。
【００８９】
（第２実施の形態）
　図８は、本発明の第２実施の形態を示す内視鏡の構成の概略を示す図、図９は、図８の
内視鏡に対し着脱自在であるフィルタ本体の斜視図である。
【００９０】
　本実施の形態の内視鏡２０２の構成は、上記図１～図７に示した第１実施の形態の内視
鏡２と比して、フィルタ本体７７を、フィルタユニット３４のフィルタ部４２に配設せず
に、吸引側管路３２に配設した点が異なる。よって、この相違点のみを説明し、第１実施
の形態と同様の構成には同じ符号を付し、その説明は省略する。
【００９１】
　図８に示すように、処置具挿入部３１の端面３１ｔに、処置具側口金開口３５ａと吸引
側口金開口３６ａとを連通する連結管路２７５が配設されたフィルタユニット３４が、端
面３１ｔに対して着脱自在に装着されている。よって、処置具側管路３０と、連結管路２
７５と、吸引側管路３２と、吸引装置６とは連通している。尚、本実施の形態においては
、フィルタユニット３４に、フィルタ本体７７は装着されていない。
【００９２】
　また、操作部８の把持部２８内における吸引側管路３２の中途位置に、該吸引側管路３
２よりも大径に形成された収納室２３２が形成されており、該収納室２３２に対向する把
持部２８に、開口２８ｋが形成されている。
【００９３】
　さらに、収納室２３２に、フィルタ本体２７７が、把持部２８の開口２８ｋを介して着
脱自在に装着されている。フィルタ本体２７７は、図９に示すように、吸引により収納室
２３２に回収した体腔内の組織を収納する組織回収室２７７ｓと、フィルタ位置切替ノブ
２７７ｃとにより主要部が構成されている。組織回収室２７７ｓに、例えば正方格子状（
網目状）に小さな開口を形成してポリープ片等の組織をトラップする網部であるフィルタ
２７７ａが設けられている。
【００９４】
　フィルタ２７７ａのフィルタ面は、装着後、吸引側管路３２が配設された方向と直交す
る方向に配設される。また、また、組織回収室２７７ｓは、フィルタ２７７ａと、該フィ
ルタ２７７ａの底部に設けた略円板形状の底面２７７ｂとにより構成されている。
【００９５】
　フィルタ本体２７７の組織回収室２７７ｓの上面に、フィルタ位置切替ノブ２７７ｃが
組織回収室２７７ｓと一体に形成されている。尚、フィルタ位置切替ノブ２７７ｃと組織
回収室２７７ｓとは、一体に形成されていなくともよい。フィルタ位置切替ノブ２７７ｃ
は、装着後、把持部２８の外方に露出して配設される。
【００９６】
　次に、このように構成された内視鏡２０２の作用について説明する。 
　切除した組織の吸引を行う場合は、先ず、挿入した上記処置具が、鉗子栓７２の処置具
挿入口７２ａから抜去される。次いで、吸引操作切換弁３７がＯＮ操作されて、処置具側
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管路３０と、連結管路２７５と、吸引側管路３２と、吸引装置６とが連通された状態で、
組織の吸引が行われる。
【００９７】
　体腔内の組織は、吸引ポンプ６ａの吸引により、処置具側管路３０内に吸引される。該
吸引された組織は、処置具側管路３０、連結管路２７５を通過し、吸引側管路３２の収納
室２３２に配設されたフィルタ本体２７７のフィルタ２７７ａによりトラップされて、組
織回収室２７７ｓに収納される。
【００９８】
　この際、体腔内の組織と一緒に吸引された体液等は、フィルタ２７７ａの小さな孔を通
過して、吸引側管路３２を介して吸引ポンプ６ａ側に導かれ、図示しない吸引トラップ容
器等に収納される。
【００９９】
　体腔内の組織が組織回収室２７７ｓに収納された後は、フィルタ位置切替ノブ２７７ｃ
が術者により把持されて、フィルタ本体２７７が吸引側管路３２の収納室２３２から抜去
されることにより、組織回収室２７７ｓに収納された組織が回収される。
【０１００】
　このように、内視鏡２０２を構成しても、上述した第１実施の形態の内視鏡２と同様の
効果を得ることができる。
【０１０１】
　以下、変形例を示す。本実施の形態のおいては、吸引側管路３２の中途位置に、収納室
２３２を設け、該収納室２３２に対し着脱自在となるようフィルタ本体２７７を設けると
示した。
【０１０２】
　これに限らず、図１０に示すように、処置具側管路３０の中途位置、例えば内視鏡２０
２の折れ止め部１４に収納室２３０を設け、該収納室２３０に対し着脱自在となるようフ
ィルタ本体２７７を設けても本実施の形態と同様の効果が得られるということは勿論であ
る。
【０１０３】
　また、本実施の形態においては、フィルタ本体２７７は、吸引側管路３２または処置具
側管路３０に１つ設ける例を示したが、これに限らず、いくつ設けても良いし、吸引側管
路３２及び処置具側管路３０の両管路に設けても良いことは云うまでもない。
【０１０４】
　さらに、本実施の形態においては、吸引側管路３２と処置具側管路３０とは、別個に設
けられている例を示したが、これに限らず、吸引側管路３２と処置具側管路３０とが内視
鏡２内で連結された、通常の１本の吸引管路を有する内視鏡に適用しても本実施の形態と
同様の効果を得ることができる。
【図面の簡単な説明】
【０１０５】
【図１】本発明の第１実施の形態を示す内視鏡を有する内視鏡装置の構成の概略を示す図
。
【図２】図１の処置具挿入部における処置具側口金に沿った断面図。
【図３】図１の処置具挿入部における吸引側口金に沿った断面図。
【図４】図２中のＡ矢視方向から見たフィルタユニットの構成を示す斜視図。
【図５】図２中のＢ－Ｂ線に沿う断面により処置具側口金及び吸引側口金周辺部の構造を
示す断面図。
【図６】図４のフィルタユニットの単体の拡大斜視図。
【図７】図６のフィルタユニットの分解斜視図。
【図８】本発明の第２実施の形態を示す内視鏡の構成の概略を示す図。
【図９】図８の内視鏡に対し着脱自在であるフィルタ本体の斜視図。
【図１０】図８の内視鏡の変形例の構成の概略を示す図。
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【符号の説明】
【０１０６】
　２…内視鏡
　６…吸引装置
　７…挿入部
　８…操作部
　１１…先端部
　３０…処置具側管路
　３２…吸引側管路
　３４…フィルタユニット
　３５ａ…処置具側口金開口
　３６ａ…吸引側口金開口
　３７…吸引操作切換弁
　４１…鉗子栓部
　４２…フィルタ部
　６８…ケース
　７２ａ…処置具挿入口
　７７…フィルタ本体
　７７ａ…フィルタ
　７７ｃ…フィルタ位置切替ノブ
　７７ｓ…組織回収室
　２０２…内視鏡
　２７５…連通管路
　２７７…フィルタ本体
　２７７ａ…フィルタ
　２７７ｃ…フィルタ位置切替ノブ
　２７７ｓ…組織回収室
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